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生じた不満は一九七八年の冬頃から抗議行動という形で表面化し、この抗議行動は徐々にうねりをあげ、その年の秋は巨大な社会的抗議運動まで発展し 。国民は案外早く勝利を実現し、革命は翌年の二月に成就した。しか 政治への参画、結社の自由、言論 自由などの民主的な価値を実現 ようとして革命運動に参加した社会層絶望もまた案外早くおとずれた。　
革命の絶対的指導者だったホメ
































建を目指す政府はチェスや音楽演奏など一部の娯楽を合法化し、社会的制限の緩和 姿勢 みせた。この時バーザルガーン革命政権初代首相をはじめ数十人の 治活動家は政治自由化の気運が高まっていると判断、ラフサンジャーニー大統領に公開書簡を送り政治システムの自由化を求めた。だが体制側はこの要求 対して厳しく対処
し、政治自由化の意思がないことを示した。その後経済自由化の失敗が主な原因で一九九四年や一九九五年には大規模な都市暴動が頻繁に起こり、テヘラン大学を中心に大学生によるデモも発生して、強制力のみに頼 社会の統 とコントロールの限界が露呈　
こうした状況下でイランは一九
九七年の大統領選を迎えた。この選挙で体制内から政治自由化を標榜する勢力を代表して立候補しのがハータミーであり、エスタブリッシュメント勢力側 候補者だった 最高指導者に支持されたナーテグヌーリーであった。この選挙において、国民は体制の権威に対して「ノー」という抗議の一票を突きつける機会を与えられた。この選挙ではハータミ が圧勝し、これに続く二〇〇〇年の会選挙でも改革派が勝利、変化を求める国民の意志は選挙結果に反映された。確かにハータミー就任直後に検閲が緩んだ とで、新しい新聞、雑誌や書籍は数多く発行されるよう なった。また政治組織や市民的結社の結成も相次ぎ、市民社会は再生しつつあ と思われた。しかし間もなく政治改革に反対する保守派勢力は司法や護憲評議会、革命防衛隊などを介して
























開書簡、人権活動家からの人権侵害に対する抗議、大学性による抗議デモ、労働者や学校の教員たちによるストライキなどの伝統的な形態の抗議行動から「投石刑廃止キャンペーン」 「未成年者処刑廃止キャンペーン」 、そして女性主導の「一〇〇万人署名キャンペーン」のような新しいタイプまで、この数年間、様々な抗議行動がイランに蔓延していた。昨年の大統領選は れらの抗議行動が結集し、社会的抗議運動にまで発展するひとつのきっかけを作ったといえよう。ここでは昨年 デモの報道からこの運動の特徴 探りたいと思う。①まずこの運動は改革派の運動ではない。大統領選に参加した勢力も、 それをボイコット た勢力も、改革派支持の勢力も、リベラルも左派勢力も、特に政治的アイデンティティがない勢力まで含めてすべてがこの運動に加わって る。「アッラーは偉大なり」と「独立、自由、イラン共和国」という二つのスローガンが同時に叫ばれてたのはそのためである。②もうひとつの特徴は、二、三人を除けば高位聖職者がこの運動との積極的関わりを避けていることである。選挙直後にムーサヴィー
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は数回コムを訪問して高位聖職者と面会し支持を求めたが、ほとんど成果を得られなかった。一方、宗教界はこの運動に関して本心が何なのか、外部に漏 伝わる情報が非常に少ない。 その理由として、今日宗教界はその歴史的自立性失っており、経済面においてもかなり国家に依存しているため、由に政治的見解を表現することを躊躇しているのではないかと考えられる。③つぎは運動の明確な反暴力的な姿勢である。確かにデモ隊の一部は暴動化した場面もあったが、このような行動は真っ先 運動の内部から糾弾されている。④いまひとつは女性の役割である。昨年の抗議行 でもみられたように、時に男性をも凌駕す ほど、女性は積極的にこの運動に参加している。そしてこの女性参加の特徴として、世俗的な女性と宗教的な女性との協力と う新しい現象にも注目すべきであろう。この現象は二〇〇八年に出された「家族法改正法案」に対する反対運動においても顕著にあらわれている。⑤最後に運動の支持基盤であるが、昨年の抗議行動以来こ 運動が中産階級の青年層、若年層と女






















的抗議運動の長所と短所もまた明らかになった。数十万人単位の衆が危険を顧みず自らの民主的権利を実現するために抗議を行ったことは、今日のイラン社会において民主的な理念がいかに深く浸透しているかを如 に証明している。抗議デモの人数はこの運動の社会的な背景の広さと動員力の高さを示している。他方民主的理念の浸透は三〇年前の革命と比べて大きな変化であり、 運動にとって最大の政治的資源である。この間の意識 変化は国民の歴史的な体験によって生まれたものであり、知識人による啓蒙の成果でもあった。 「個人の権利」 、 「宗教的および民族的マイノリティの権利」 、 「男女の平等」 、 「寛容な社会」等の人権用語が今日 イランで日常的な言葉となっているのは、知識人の努力の賜物で る。　
しかし言うまでもなく、社会的








サヴィーは昨年から度々「社会的ネットワーク」の形成と強化 主張してきた。それは恐らく具体的には地区や学校や職場を拠点 する組織化されない （フェース ・ トゥ ・フェースの）人間関係を基にした
ネットワークをイメージしているものと思われる。しかしこの「社会的ネットワーク」 というアイディアは現時点でどこまで社会に浸透しているのか、あるいはこれを通じてどの程度人々の動員が可能なのか、その実態と実効性に関しては不明なところが多い。　
運動のリーダーシップに関してい




は何よりも石油収入と暴力装置によって支えられてきた。しかし現在みられる うに、 政治体制が 「むきだしの権力」 （
naked pow
er ）
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